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第 4章　天草巡検記
谷口　弘美　・　吉川　雄哉
　天草は四方を海に囲まれており、隠れキリシタン文化を背景として、貴重な教会や史跡などが数多く
残っている地域である。私たちは2011年 8 月22日から25日にかけて天草の各地を見て回った。 4日間と
いう短い日数であったが、私たちが特に印象に残ったことについて述べる。
　初日、天草市立天草キリシタン館を訪れた。天草キリシタン館は天草・島原の乱を中心とした天草キ
リシタンの歴史を、南蛮文化の伝来と天草、天草・島原の乱、そして乱後の天草復興とキリスト教信仰
の四つのゾーンに分けて展示されていた。中でもとりわけ目を引いたのが「天草四郎陣中旗」であった。
これは一揆の総大将である天草四郎時貞が天草・島原の乱の当時に本丸で掲げていたものといわれてい
る。旗の中央部には聖杯を配し、その上にはラテン十字が描かれ、左右には羽をもつ天使が合掌した姿
で描かれている。そして、その横には戦いの最中についたであろうと思われる血痕が残っており、当時
の激戦の様子をうかがうことができた。また、もうひとつ私たちの目を釘付けにしたのが「島原陣図屏
風」であった。「島原陣図屏風」は筑前秋月藩初代藩主黒田長
ながおき
興の出陣の様子や寛永15年（1638）2 月27
日の原城総攻撃の戦闘などが描かれた六曲一双屏風である。戦う両軍、そして逃げまどう人びとなどが
鮮明に描かれ、思わず目をそむけてしまいそうになるほど、残酷な場面も描かれていたが、島原の乱が
いかに激戦であったかを知る上で重要な資料であると思った。これらの展示を通して天草を舞台に繰り
広げられた天草・島原の乱、そしてキリスト教文化の影響を色濃く受けた天草の歴史を知ることができ
た。
　 2日目は丸 1日かけて地元の教育委員会の浦口文和氏、中山圭氏に案内していただいた。午前中、天
草市立天草ロザリオ館を見学した。天草ロザリオ館は、隠れキリシタン、キリスト教解禁後の天草をテ
ーマとして、天草キリシタンに関わる品々が展示されていた。また、館内では天草キリシタンの歴史や
文化をわかりやすく紹介した 3 Dの映像を見ることができた。特に印象に残っているのが、隠れキリシ
タンが密かに祈りを捧げていた「かくれ部屋」の実物大再現展示であった。他にも、信仰を守るために
使われた経消しの壺や、ロザリオなどが展示されており、禁教時代も信仰を守り続けてきた天草キリシ
タンの歴史を知ることができた。そして、濱
はまな
名志
し
松
まつ
五足の靴文学資料館を訪れた。この資料館は濱名志
松氏が生前に住まいとしていた自宅を改修し開館したもので、濱名氏がこれまでに天草の郷土史家とし
て集められた「五足の靴」に関する資料や天草の民話、伝承のほか生涯の日記などが数多く展示されて
いた。「五足の靴」とは与謝野鉄寛が太田正雄、北原白秋、平野万里、吉井勇の 4人を連れて旅した紀行
文で、明治40年（1907）に発表されたものである。「五足の靴」という言葉も聞いたことがなかった私た
ちに、志松氏の息子で館長の濱名正光氏は「五足の靴」ができた経緯や濱名氏の生前の話などをわかり
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やすく説明してくださった。
　午後からは、まず上田家庄屋屋敷を訪れた。この上田家庄屋屋敷は、 7代目当主上田宜
よし
珍
うず
の時代、文
化12年（1815）に建築されたものである。約1,000坪の土地に南向きに建てられ、大広間（十七畳）、中
ノ間（十二畳）、居間（十二畳）表座敷（十二畳）、奥座敷（八畳）裏座敷（九畳）、離座敷（十二畳）な
ど、約100畳の広さと部屋数は約20室にもおよんでいる。また屋敷内には家具や調度品などが残ってお
り、その当時の生活を知ることもできた。その他に天草陶石が展示されていた。天草陶石は天草下島で
採掘される粘土の鉱石で陶磁器の原料として広く利用されており、日本で産出される陶石（磁器原料）
のほとんどを占めている。上田家では地域住民の生計の手立ての一助として、18世紀の初めにはこの天
草陶石を切り出し、砥石として販売、そして18世紀の中ごろには陶磁器の原料として出荷していくよう
になった。現在でも天草陶石の採掘は続いており全国に出荷されている。また、上田家ではこの天草陶
石を原料として宝暦12年（1762）、上田家六代上田伝
でんご
五右
う
衛
えもん
門の時代、肥前から陶工を聘し開窯する。こ
れが高浜焼のはじまりである。上田家庄屋屋敷に隣接する上田資料館では、開窯当時から明治期に至る
までの数多くの高浜焼の作品が展示されていた。初期（明和‐天明）の作品は色鮮やかな赤絵、錦手の
ものが多く、オランダにも輸出されていたようだ。第 2期（寛政‐文化）に入ると、肥前（平戸）の三
み
川
かわち
内の陶工を聘し、山水、人物、唐子などをモチーフに描いた食器、茶器、細工物などの作品が作られ
るようになる。第 3期（文政‐天保‐幕末）には肥前の亀山焼の陶工を聘し、ほとんど亀山焼と相違な
い色絵や染付けの作品などがつくられるようになり、第 4期（明治）に入ると濃い青色の釉薬で描かれ
た安価な作品が大量に作られるようになっていった。これらの作品の多くが高浜焼窯跡の登り窯で焼か
れたものである。この高浜焼窯跡は上田家庄屋屋敷から少し離れた山中に残っており、見ることができ
た。登り窯は赤茶色のレンガで頑丈に築かれており、当時使っていた窯道具の一部や陶片も残っていた。
登り窯の大きさ、中の広さから判断しても当時たくさんのやきものが焼かれていたということが容易に
想像でき、高浜焼の歴史を語る上でも大変重要な文化財であると思った。その後、上田家庄屋屋敷のす
ぐ近くにある高浜焼窯元（寿芳窯）と展示即売場を見学した。展示即売場には、皿やワイングラスとい
写真 1　高浜焼窯跡
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った数多くのやきものが並んでいた。現在、高浜焼窯元（寿芳窯）では洗練された天草陶石を使用し、
また伝統的な紋様の復刻や新しいデザインを取り入れるなど高浜焼の伝統を守りながら時代の流れに合
わせたやきものづくりを目指しているなど注目すべきところが多かった。今回、私たちは上田家庄屋屋
敷、上田資料館、高浜焼窯跡の見学を通じて上田家と高浜焼の歴史を学ぶことができ、また天草陶石が
日本のやきもの産業、歴史にとって重要な役割を果たしてきたかということがわかった。
　次に訪れた大江天主堂は小高い丘の上にあり、昭和 8年（1933）ガルニエ神父が地元住民と協力して
建てられた教会で、建築したのは長崎を中心に多くの教会を手がけた鉄川与助である。中は全体的にク
リーム色で統一されており、天井面には八角形や六角形といった幾何学模様に抽象化された花弁（スズ
ラン）で装飾され、ステンドグラスと調和していた。キリスト教信者にとって神聖な場所でありながら
すべての人を包みこむような “温かさ” も備えもつ教会であると感じた。一方、崎津天主堂は小さな漁
村の中にたたずんでいた。現在の崎津天主堂は昭和 3年（1928）に赴任したハブル神父が信者の協力を
得て、昭和 9年（1934）に建てなおされたものである。大江天主堂と同様、鉄川与助の手によるゴシッ
ク風建築であるが、周りの瓦屋根の民家にうまく溶け込んでいた。また崎津天主堂の近くにある、地元
のクリスチャンの漁師に信仰されているウドン鼻のマリア像も崎津の町の魅力のひとつだ。マリア像は
海に突き出した岬の崖の上に立っており、数十年前に漁師たちの手によって立てられたそうだ。正式に
は船の上から拝むのが正しいと思われるが、私たちは急な崖をつたいながらこのマリア像を見に行った。
海を見守るように立っている白いマリア像は神秘的でありながら、同時に親しみをも持つこともできた。
これからも崎津の町、そして漁師たちの航海の安全を見守っていくのだろう。そして、崎津の町には現
在でも生活道路として使われている港町独特の細道（ここではトウヤと呼ばれる）があったり、家から
すぐ船に乗って漁にでかけることができる竹やシュロでできた船着場も残っていた。崎津の町は、崎津
天主堂を中心に、漁村、そして町並みがうまく調和しながら美しい景観をつくりだしており、これから
も後世に残していきたい文化的景観のひとつであると思った。しかし、一方で崎津の町は過疎化問題も
かかえている。現在、崎津のまちづくりNPOの会員の平均年齢は70歳を超えており、若い人たちはほ
写真 2　大江天主堂
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とんど崎津の町には残っていないのが現状である。今後、崎津の町の文化的景観を守っていくためにも、
若い人たちに魅力を持ってもらえるような町づくりを行う必要があるのかもしれない。このことは、崎
津の町だけに限ったことではなく、全国的な傾向である。今後このような解決策を考えていきたいと思
った。
　 3日目は天草随一の港町である牛深を訪れた。牛深は天草の南端に位置する町で、天然の良港を持つ。
明治期の海底炭鉱跡や、密貿易の監視にあたった近世の遠見番所跡など、非常に魅力あふれる土地であ
り、また牛深湾を通る牛深ハイヤ大橋は関西国際空港ターミナルビルなどの設計で知られる建築家レン
ゾ・ピアノ氏のデザインとして知られている。牛深の語源は「潮深」と言われ、1600年代からイワシや
カツオの漁場兼加工場であった。最盛期の昭和23年（1948）にはイワシの漁獲高 4万 7千トンと全国 2
位を誇り、漁業を中心に非常に栄えた町と言える。また近隣の海は昭和45年（1970）に国指定の海中公
園に指定されており、貴重なテーブルサンゴがよく映えるダイビングスポットとしても有名である。午
前中は地元でボランティアガイドのリーダーを務める吉川茂文氏の案内のもと、港町独特の細道（ここ
ではセドワと呼ばれる）を通りながら全体を見て回った。町にはかつて最盛期には30軒以上あったとい
う遊廓小屋など、漁業で大変栄えた町の名残が数多く残されていた。現在は産業の中心を漁業から観光
業に移しており、午後からは吉川と茶谷は魚
おに
貫
きざき
崎地区の見学と、牛深観光の拠点であるうしぶか海彩館
に連れて行っていただいた。天草市の魚貫崎地区には、高さ 2 m、厚さ0.5m～ 1 mの石塀を築いた住ま
いがみられる。この地区には石塀をもつ住まいが10軒以上もあり、うち 2軒は敷地の周囲を完全に取り
囲んでいる。 1階部分がほとんど隠れることになり、防風を目的に設置されたものであろう。案内役の
写真 3　崎津天主堂 写真 4　ウドン鼻のマリア像にて
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吉川茂文さんによると、石塀が崩れた記憶はないという。なお残存している石塀の中に隅が曲面になっ
ている事例があることを注目しておきたい。これは南西諸島のグスクなどにみられる、琉球様式と呼ば
れている技術である。同様の石塀が鹿児島県の坊津でもみられる。この地区の石塀には海岸の丸石が多
用されている。また巨大な樹冠をもつ亜熱帯の高木榕
あこう
が植えられ、防風と坊潮の役割が期待されている。
また高浜地区の住まいにも、敷地の周囲に高さ約 2～2.5m、厚さ0.8mの石塀が築かれている。付近に
産する緑片石を軒まで積み上げたもので、開口部は出入り口だけであり住まい全体が閉鎖的な構造であ
る。
　うしぶか海彩館は牛深の観光の拠点として平成 9年（1997）に建てられた複合物産館である。屋根の
下は店舗等の部分以外は吹きさらしで開放的な空間が広がっており、その内部は、牛深漁業の歴史資料
館、世界の貝展示室、牛深紹介コーナー、ハイヤ道場、特産品販売コーナー、食事処など観光における
あらゆる要素を詰め込んだ牛深の核となる情報発信基地である。正面玄関を入ると、まず巨大な水槽の
存在に驚かされた。魚専用「流れるプール」のようなドーナツ型の巨大な回流型水槽で、牛深で採れる
さまざまな魚介類を飼育している。壁には「魚たちの出欠表」が貼ってあり、たくさんの魚介類が名を
連ねていた。水槽の周りでは、大人も子供も珍しそうに、元気よく動き回る魚たちをのぞき込んでおり、
普段スーパーで白いトレイに乗った調理済みの魚は見ていても、実際の魚たちが泳ぎ回るところにはな
かなか出会えないので、とてもユニークな発想だと言える。その奥にある歴史資料館はカツオ船の復元
船をはじめとして、漁法、漁師の生活などを紹介しており、無料展示であることが信じられないほどの
展示資料数と詳細なパネルの解説に驚かされた。そのほとんどは地元牛深の方々からの寄贈品というこ
写真 5　牛深のまち（セドワ） 写真 6　魚貫崎地区の石塀（撮影：茶谷まりえ）
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とで、郷土を思う牛深の人の温かさに触れることができた。残念なのは常駐する受付や学芸員が不在で
あり、また節電のためか吉川氏の案内があるまで照明が消されているなど、これだけの量と貴重な資料
が眠っているように感じられもったいなく思った。 2階にあった世界の貝展示室は、現在軽巡洋艦「長
良」記念館に変更となっており、余白空間には明治期に実際に使われていた船を展示している。他の余
ったスペースは青少年向けの図書室とするなど、ほんの少し工夫するだけで数多くの魅力を生み出すこ
とのできる施設であると言える。一通りの見学を終えた後は、現在の牛深の観光政策と今後の展望につ
いて話していただいた。
　観光協会が牛深に設立されたのは旧牛深町と久玉、深海、魚貫、二浦の 4村が合併し、牛深市が発足
した昭和29年（1954）とその歴史は古い。しかし、ボランティアの組織化がなされたのは平成17年（2005）
とごく最近である。吉川氏によると漁業で栄えすぎたためか牛深の人は「殿様商売」で他の地域の人々
にも不遜な態度で有名だったらしく、そんな状況を何とかしたいとのことだった。最近は、牛深町づく
り活動会議や地域振興課を設立するなどして積極的な観光客の誘致に動いている。町全体としても観光
のための町づくりを希望しており、牛深ハイヤー節を中心に現在も努力している。牛深ハイヤーは全国
に点在するいわゆる「ハイヤ節」の代表例と言われ、知名度においては徳島県の阿波踊りに譲るものの、
阿波踊りのルーツもこの牛深ハイヤーであると考えられており、学術上の意義は非常に大きい。町づく
りでよく懸念されることとして、どうしても観光客を中心とした考えに陥り、歓楽街となってしまうケ
ースがよく聞かれるが、牛深においてはまずは今あるものから活かしていく方針を立てており、ボラン
ティアガイドの案内に関しても、ある程度の融通と、当日までのガイド変更可能といったサービスを提
供している。ハイヤー節も保存会を設立し、牛深に宿泊した観光客に対して旅館に赴いてハイヤー節を
間近で踊って見せたり、海彩館内にハイヤー節の指導を受けられる施設を作り、天気が良い日は外での
講演もおこなっているという。そして毎年 4月に行われる牛深ハイヤ祭りでは、保存会だけでなく他の
有志や学生団体も参加できるパレードを行うなど、積極的に地元や他の地域との連携を図っている。現
写真 7　うしぶか海彩館の回流型水槽
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写真 8　棚底地区の石塀
在は2006年（平成18年）の天草市合併以後に地元で作成が望まれている牛深専用の詳細な観光マップの
プランや、観光大使の任命など課題は山積みだという。吉川氏は牛深を「僻遠の地」と苦笑しながら話
されていたが、語られる牛深への郷土愛と、なんとかしたいという気概には非常に心を打たれるものが
あった。まだまだ発展途上であるが、これからの牛深の未来に期待を寄せたいと思う。
　最終日の 4日目は、天草上島にある棚底地区を見学した。棚底地区は集落の北に倉岳がそびえ、冬季
には「倉岳おろし」と呼ばれる強風が吹く。そこで住まいを守るために、敷地の北側および東側に高さ
約 2～ 3 mの石塀を築いている。海岸付近の住まいには北側だけでなく南側にも、約 2 mの石塀が見ら
れる。近世後期から築かれたと考えられており、現在140あまりの石塀が独特の景観を作り出している。
ちなみに棚底地区の石塀は扇状地を構成する火成岩である。畑を造成する過程で掘り起こされ、処理を
兼ねて石塀が作られたと考えられている。
　天草地方の石塀の断面は一般的に台形で、基礎部分が 1～ 2 m、上部が0.5～ 1 mである。強風に備え
て、経験から編み出された形態であろう。なお当地の石塀の住まいは今まで注目されることが少なく、
先行研究も少ない。しかし石塀をもつ住まいは南西諸島から鹿児島県の知覧や坊津、長崎県の外海、対
馬の厳原、さらに四国や関東地方までの太平洋沿岸域を含む「黒潮文化圏」でもみられ多くの報告があ
る。前出のように琉球から伝来した技術と思われる石積みもみられ、今後、日本列島や周辺地域まで対
象を拡大して検討することが望まれる。
　天草を訪れて一番驚いたのは、「明るさ」だった。隠れキリシタンに関する資料館の展示や遺物には壮
絶な歴史を垣間見ることができたが、実際に町を歩いてみると、以前の私たちが想像していたような
「陰」を連想させるような風物は見当たらず、とてもおだやかな印象を受けた。むしろ、私たちがこれま
で見たこともない色鮮やかな魚をさばく男性の姿や、高い石塀を持つ民家、入り組んだ漁村の町並みを
目にした時の方が、リアルな神秘性や日常のなかにある美しさを感じた。だからこそ大江や崎津に高く
そびえる教会の存在感には圧倒されたが、その景観が不思議と調和しているように見えたのは、長い時
周縁の文化交渉学シリーズ 8　天草諸島の歴史と現在
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間をかけ人々の手で育まれ、様々な要素と結びつきながら溶け込んできたものだからだと思う。この土
地においてキリスト教は偉大でありながら非常に身近な存在でもあるということを知り、過去の全てが
今の天草を作る要素なのだということに気づいた時、天草の本当の魅力を少しは理解できたような気が
した。これからの研究につながる大切なことをたくさん教わった 4日間だった。
＊なお参加者は関西大学文学部森隆男教授、谷口弘美（修士 1 回生）、吉川雄哉（修士 1 回生）、茶谷まりえ（学部 4 回
生）、椿原佳恵（学部 2回生）、西田麻美（学部 2回生）の以上 6名である。
